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資料２　対象地域の概要資料２　対象地域の概要資料２　対象地域の概要資料２　対象地域の概要資料２　対象地域の概要
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(１) 地方行政制度

　タンザニアの地方行政制度は、中央政府の直轄になる２行政組織と、地方政府の所属

になる３行政組織が、縦に組合された構成をとり、近年の地方分権化の強化に対応して

いる。給水サービスの観点からみる場合は、末端のVillageと地方政府最上位に位置する

Districtが、最も重要な役割を担う地方行政組織とみられる。

　以下に、地方行政制度の構成を図示し、簡単な解説を加える。
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１) 各地方行政単位の概要は次のとおりである。

　Regionは、地方行政組織の最上級の統括単位であるが、中央政府に属する。中央政

府から派遣されるCommissionerや各省から派遣される職員によって運営され、民意を

代表するCouncilはもたない。水省の出先機関ともいえる、Regional Water Engineer

Officeをもつ。

　Districtは、地方政府最上級の行政組織である。しかし、ここにも中央政府から派

遣されるDistrict Commissioner、とDistrict Administrative Secretaryが駐在

している。

　地方政府として、民意を反映するCouncilと、それを代表してDistrictの運営にあた

るExecutive Director及び自前の職員をもつ。ここのDistrict Water Engineer

Officeは、地方の水行政上最も重要な実動部隊を抱える。

　Divisionは、地方政府行政組織体のDistrict、Ward、Villageを一見分断する形で

置かれた中央政府直属の行政組織体である。その行政的意義はともかく、給水サービ

スにかかわる地方行政に関する限りでは、かかわりが薄い存在である。

　Wardは、地方政府に属するが、Councilをもたず、Development Committeeが運営

している。これも、給水サービスの観点からみる限りでは、かかわりの薄い存在であ

る。

　Villageは、他アフリカ諸国での“村”の通念をはるかに超える人口（MTWARAの場

合、一村平均1,850人）を擁する、地方行政の最終単位で、給水サービス上でも、単位

給水区域として直接の受益対象となる。Councilをもち、次頁２）に述べるように、徴

税権を与えられて、財政上もほぼ自立した自治体とみなされる。

　対象Region内の、District、Division、Ward、Villageの数は、表２－１のとおり

である。

表２－１　Socio Economic Profile（1997）

　　　　（1996）

MTWARA・Region LINDI・Region

District 4 5

Division 21 28

Ward 98 116

Village 554 365

（1996) （1999)

推計人口 1,005,000 788,000
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２) タンザニアでは、村落共同体レベルの開発活動が重要視されているが、そのための

決め手となる役割を果たすのはVillage GovernmentとDistrict Council（Town、

Municipal、City Councilも含む）の２地方政府機関であると考えられている。

　Districtは担当行政区の開発活動を計画、実施、評価し、徴税を行い、これを原資

として、初等教育、保健、給水、及び道路等の社会サービスを供給する。

　地方、Village Governmentは、最も住民に密接する位置にあるところから、Village

内の開発計画の案出、設計、及び実施を専門的技術や人材を動員して実施するのが任

務で、その費用に当てるために、開発課税（Development Levy）を徴収することが認

められている。開発課税は、住民が、農林物産、畜産物、水産物を収穫し、売却して

対価を得た時点で住民が支払う税である。

３) 中央政府の地方開発に関与する役割は、地方分権化の進行とともに、相対的に下がっ

てきている。中央政府からの地方行政に対する財政的支援は補助金の形でDistrictに

直接流れるが、その現在の規模や、District以下への流れは、知り得なかった。

“Ministry of Community Development, Woman Affairs and Children”の古い資

料によると、会計年度1988／89～1992／93の間に中央政府より支出された地方開発向

け補助金は、政府開発予算の平均２％に過ぎず、また、経常支出予算の12％が地方政

府にまわされたが、そのほとんどが、実は地方政府内部にいる中央政府派遣職員の給

与に消えてしまった、とある。地方の自助努力を強く推進しようとする国家の政策は、

財政面からみても、実は、外に選択しようがない政策であることを十分にうかがわせ

る。

(２) 地方社会及び人口

１) 概況

　調査対象地域であるLINDI、MTWARAの南部２Regionは、次のように特色づけられてい

る（Ministry of Rural Development, Woman Affairs and Childrenからの聴取内

容による)。

ａ) この地方は、約90％の住民が農業に従事し、カシューナッツが、主要換金作物で、

地域の所得を押し上げているが、1970年代中期の経済危機のころ、生産が大きく下落

した。

　元々、カシューナッツの生産部門は、古樹の改良や、新樹の植付けに日頃から十分

投資しておかなければならない。1970年代には、前年代後期にこの地域で広がって

いた、共同村（ウジャマ村）の活動が、退潮期をむかえ、共同村に移住した多数の農

民が、旧居住地にいっせいに回帰する動きが起った。加えて、当時の政府の、農村経
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済を再編しコントロールを強化しようとする強い干渉が始まり、農民の意欲と投資の

衰退を招いたといわれる。この趨勢は今も、両Regionで、人口流入を超える大きな

人口流出（1.5～３倍）の社会現象となって残っている。

ｂ) この地方は北部・中央からのアクセスに恵まれていない。中央とこの地方は、

MTWARA－LINDI－KILWA－DAR ES SALAAMと海岸幹線道路で結ばれている。しかし、

この道路は、全天候型でなく、雨期にはほとんど通行不能となるし、乾期ですら、車

両通行は容易でない状況にある。MTWARA港とDAR ES SALAAM港を結ぶ航路の船便も

あるが、決して、道路に代わり得る交通手段ではない。

ｃ) 両地域は、人口成長率において全国平均よりはるかに低い水準にある。1978／88

年の年間人口成長率で、MTWARA 1.4％、LINDI 2.0％であり、全国20 Region中最

下位の成長率を示している（全国平均は、2.8％)。

　これは、全国でも最高の５歳未満児死亡率　MTWARA 202人／1,000人（全国20 Re-

gion中２位)、LINDI 218人／1,000人（同１位）に代表される死亡率の高さと、先

に述べた住民の流出にも若干関係すると考えられる。いずれも、社会サービスの貧困

が、かなり影響しているものといえよう。

　“National Account of Tanzania（1995)”から両Regionの１人当たりのＧＤＰ及

び地域全体のＧＤＰ寄与率を拾い出すと表２－２のとおりとなる。

表２－２　MTWARA、LINDIの１人当りＧＤＰ

Region １人当たりのＧＤＰ ＧＤＰ寄与率、1980～1994、

1980 1994 （全国20 Region中の順位）

US＄ US＄

MTWARA 168 108 3.27％（14位）

LINDI 120 65 2.0％（19位）

　1988年国勢調査時の、両Regionの人口寄与率は、MTWARAが8.4％、LINDIが2.9％

であるから、全国ＧＤＰに対する寄与率はかなり低く、１人当りのＧＤＰが全国的水

準より低いことをうかがわせる。

“Ministry of Community Development, Woman Affairs and Children”の資料

によると、1983年には、農村在住の全タンザニア人の65％が貧困レベルにあり、

1991年には50.5％と、やや改善されたとあるが、その基準が明らかにされていない

し、両対象Regionが全国との比較で、どの程度なのか、明らかにされていない。
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２) 地方都市

　MTWARA、LINDIの２Regionには、地方都市とみなされる次の９人口集中区域が存在す

る。それ等はおおむねDistrictの中心都市としての役割を果している。

・MTWARA Region ： Mtwara Town（Regionの首都）

Mikindani Town

Newala Town

Masasi Town

・LINDI Region ： Lindi Town（Regionの首都）

Kilwa～Masoko Town

Kilwa～Kivinje Town

Nachingwea Town

Liwale Town

　一般に、対象Regionにおける、都市部への人口集中は、それ程急速には進んではい

ないし、したがって、地方都市の規模も、巨大化している村落とそれ程の人口格差は

ないと考えられる。これ等地方都市の人口の1988年度国勢調査時の現況と、それより

10年前の1978年度国勢調査を基に、“Water Master Plan”が推計した1991年度都市

人口推計値を並べてみると、表２－３のようになる。

表２－３　Region人口の比較（センサス対推定値）

1988年のセンサスに 1978年センサスを基にW/M Plan

よる都市人口 が推計した1991年の都市人口

125,124人 190,400人

MTWARA Regionの都市人口 集中度 14.3％ 集中度 19.0％

97,040人 102,100人

LINDI Regionの都市人口 集中度 15.0％ 集中度 14.8％

　年度に３年の違いはあるが、表からWater Master Planの推計は、LINDI Regionで

は適確に的を射たが、MTWARA Regionでは、大きな狂いをみせていることがわかる。

この狂いは、2001年推計に更に拡大されて現れているものと考えられる。



－50－

３) 村落社会

　対象地域の村落は、タンザニアの一般村落とはそれ程違いがあるわけでないが、他

のアフリカ諸国に一般に見られる村落とは、人口規模と集村型集落形成という点で、

著しく対称的である。

　人口規模は、一村平均1,850人（MTWARA Region)、1,900人（LINDI Region）に達

しており、住居は、一般に道路に沿って線状に配置され、密度の高い集村を形成して

いる。農地を重点に、散村型の集落を形成しがちな他国の村落とは異なり、ここでは

明らかに計画的な村落形成の影響が読み取られる。これは歴史的には、独立後の1967

年後期に採用された社会主義的地方村落再編政策の結果誕生した、共同村（ウジャマ

村）へとさかのぼることができる。地理的に共通な条件下にある分散した小集落を、

１つに集めて集村化し、これに、効率的な農業生産手段と同時に、初等教育、保健、

給水等の社会サービスを無償提供しようとする共同村計画は、結局、農業生産面にお

ける失敗が明らかになるにつれ、農民に対する魅力を失い、離村して旧居住地にもど

る住民が多発した。MTWARA、LINDI Regionでは、この共同村形成が最も積極的に推進

されたゆえに、失敗による住民の離散もまた、最も激しく起っているといわれている。

　しかしながら、大きな人口規模と、集村型村落は現在も依然として推持されており、

この社会環境は、給水サービスの観点からみると、集中方式給水計画（パイプ給水）

の適用を、著しく効率的にする条件となっている。

　事前調査でMTWARA Region内の村落への人口分布については、最新リストを入手し

ているが、LINDI Regionについては、リスト未入手である。

　参考のため、MTWARA Region内の村落人口分布を表２－４に要約する。

表２－４　MTWARA Regionの村落と人口分布（1998年）

人口帯（人一人） 村落数 ％ 人口（人） ％ 人口寄与順位

500以下 3 0.60 1,333 0.15 9位

501～1,000 88 17.78 68,246 7.45 6位

1,001～1,500 145 29.30 179,619 19.62 2位

1,501～2,000 114 23.04 196,587 21.48 1位

2,001～2,500 57 11.72 128,174 14.00 4位

2,501～3,000 45 8.88 122,262 13.35 5位

3,001～3,500 13 2.62 42,085 4.60 7位

3,501～4,000 8 1.62 30,356 3.32 8位

4,001以上 22 4.44 146,822 16.03 3位

495（人口 100.00 915,484 100.00

不明、36村)
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　前表から、次の特徴的な事実が指摘される。

・1,001～1,500人帯に入る村落数が最大で、全体村落の30％近くを占める。

　1,501～2,000人帯の村落が第２位である。

　第１位と第２位を併せた1,001～2,000人帯に入る村落で全村落の半数を超え

る。

・人口寄与からみると、1,501～2,000人帯の村が１位、1,001～1,500人帯の村が

　２位であるが、何と、4,001人以上の村が３位（全体の16％）を占める。

４) 以下にMTWARA、LINDIの主要社会統計を標示する。

表２－５　対象地の社会統計

ＭＴＷＡＲＡ ＬＩＮＤＩ

10歳以上の識字率

（全国順位）1988 57.1％（13） 53.8％（16）

５歳未満児死亡率

　　　　　　1995 202人／1,000人（17） 218人／1,000人（19）

産婦死亡率

（全国順位）1995 252人／1,000人（10） 262人／1,000人（14）

平均余命

（全国順位）1988 46年（16） 47年（13）

（Socio Economic Profile 1997による）

　※（　）内の数字は全国20州における順位

２－２　自然条件２－２　自然条件２－２　自然条件２－２　自然条件２－２　自然条件

(１) 地形

　今回の調査対象地域はタンザニア（TANZANIA）の南東部に当たり、南緯８～11度の

間、東経37～40度に位置する。東にインド洋（INDIAN OCEAN)、南にルバマ川（RUVUMA

River.）を隔ててモザンビーク（MOZAMBIQUE)、西にルメスレ川（LUMESULE River）を

隔ててルバマ州（RUVUMA REGION)、西から北西にマバランガンド川(MBARANGANDU River)

とラフィジ川（RUFIJI River）を境としてモロゴロ州（MOROGORO REGION)、北にルフ

ジ川（TUFIJI River）を境としてコースト州（COAST REGION）に挟まれた区域である。

　リンディ（L I N D I）州とムトワラ（M T W A R A）州を合わせた今回の調査範囲は８万

3,753km2で、リンディ（LINDI）州は６万6,046km 2、ムトワラ（MTWARA）州は１万

6,707km2であり、図２－１にそれらの位置を示す。
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